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永遠の白鳥　―パヴロワ来日公演プログラムより
冨 田 穰 治

国立国会図書館の蔵書から

　

現
代
の
日
本
で
は
、
多
く
の
人
々
が
バ
レ
エ
を
愛

好
し
て
い
る
。
日
本
全
国
の
バ
レ
エ
学
習
人
口
は
約

36
万
人
、
バ
レ
エ
教
室
総
数
は
約
４
，６
０
０
と
推

定
さ
れ
て
い
る
う
え
、
外
国
の
バ
レ
エ
団
に
よ
る
来

日
公
演
も
全
国
で
毎
年
１
０
０
回
を
超
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
盛
況
を
１
０
０
年
前
に
想
像
す
る
こ

と
は
困
難
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
日
本
に
お
け
る
バ
レ
エ

の
歴
史
は
、
大
正
元
（
１
９
１
２
）
年
８
月
、
イ
タ
リ

ア
人
の
バ
レ
エ
教
師
、
振
付
師
、
オ
ペ
ラ
演
出
家
で

あ
る
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・
ロ
ー
シ
ー

が
、
東
京
の
帝
国
劇
場
歌
劇
部
（
の
ち
に
洋
劇
部
に

改
称
）に
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

し
か
し
、
興
行
面
で
は
振
る
わ
ず
、
わ
ず
か
４
年
で

洋
劇
部
は
解
散
さ
れ
た
。
当
時
の
日
本
人
出
演
者
た

ち
の
技
術
不
足
に
加
え
、
バ
レ
エ
や
オ
ペ
ラ
、
そ
れ

ら
の
根
幹
で
あ
る
西
洋
音
楽
を
鑑
賞
す
る
文
化
的
土

壌
が
そ
も
そ
も
培
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
状
況
は
わ
ず
か
数
年
で
一
変
し
た
。

大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
に
ロ
シ
ア
革
命
が
勃
発
す
る
と
、

20
世
紀
を
代
表
す
る
作
曲
家
セ
ル
ゲ
イ
・
プ
ロ
コ
フ
ィ

エ
フ
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
シ
ア
系
芸
術
家
た
ち
が
、

シ
ベ
リ
ア
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
す
る
際
の
経
由
地

で
あ
る
日
本
で
公
演
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本

の
観
客
の
鑑
賞
力
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
ミ
ッ
シ
ャ
・
エ
ル
マ
ン
な
ど
海
外
の
一

流
芸
術
家
た
ち
も
積
極
的
に
招
聘
さ
れ
始
め
た
。

今 月 の 一 冊

アンナ・パヴロワ
1922 ; 23cm<請求記号 VA251-1027>

パヴロワ女史露西亜舞踊劇番組　丸の内
帝国劇場
1922 ; 18cm<請求記号 VA251-1028>

『アンナ・パヴロワ』の表紙。各公演の共通プログラム冊子で、有料で頒布さ
れた。各地で上演される予定の演目が解説されている。

アンナ・パヴロワの肖像。
V. Dandré : Anna Pavlova, Cassell 1932
<請求記号 VA31-P3-8>
※パヴロワの公私にわたるパートナー
だったヴィクトル・ダンドレの著書。
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日
本
を
訪
れ
た
海
外
の
芸
術
家
た
ち
の
中
で
も
ひ

と
き
わ
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
バ
レ
エ
史
上

に
名
高
い
ア
ン
ナ
・
パ
ヴ
ロ
ワ
だ
ろ
う
。

　

明
治
14
（
１
８
８
１
）
年
に
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
で
生
ま
れ
た
パ
ヴ
ロ
ワ
は
、
帝
室
バ
レ
エ
学
校
を

卒
業
後
マ
リ
イ
ン
ス
キ
ー
劇
場
に
入
団
し
、
明
治
39

（
１
９
０
６
）
年
に
は
プ
リ
マ
・
バ
レ
リ
ー
ナ
と
な
っ
た
。

翌
年
に
は
、
の
ち
に
自
ら
の
代
名
詞
と
な
る
「
瀕
死

の
白
鳥
」（
ミ
ハ
イ
ル
・
フ
ォ
ー
キ
ン
振
付
）
で
名

声
を
博
し
た
が
、
マ
リ
イ
ン
ス
キ
ー
劇
場
の
仕
事
に

飽
き
足
ら
ず
、明
治
42
（
１
９
０
９
）
年
に
は
セ
ル
ゲ
イ
・

デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
の
バ
レ
エ
・
リ
ュ
ス
に
参
加
し
た
。

し
か
し
、
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
の
前
衛
主
義
に
も
同
調
で

き
ず
、
明
治
44
（
１
９
１
１
）
年
に
は
自
ら
バ
レ
エ
団

を
結
成
し
、英
国
を
本
拠
に
世
界
各
地
を
巡
演
し
た
。

　

大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
９
月
10
日
か
ら
10
月
29
日

ま
で
、
東
京
、
横
浜
、
名
古
屋
、
大
阪
、
神
戸
、
京

都
、
岡
山
、
広
島
、
博
多
、
門
司
で
開
催
さ
れ
た
パ

ヴ
ロ
ワ
の
来
日
公
演
は
、
翌
年
に
か
け
て
の
ア
ジ
ア

巡
業
の
序
盤
で
あ
る
。
１
ペ
ー
ジ
と
２
ペ
ー
ジ
目
に

掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
各
公
演
の
共
通
プ
ロ

グ
ラ
ム
冊
子
で
、
各
地
で
上
演
さ
れ
る
予
定
の
演
目

が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
３
ペ
ー
ジ
目
に
掲
載

し
た
も
の
は
、
９
月
10
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
帝
国
劇
場
公
演
で
観
客
に
配
布
さ
れ
た
も
の

で
、
三
つ
折
り
の
簡
易
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
が
、
和

紙
に
印
刷
さ
れ
た
花
模
様
の
木
版
画
が
美
し
い
。
帝

『アンナ・パヴロワ』より。
（左）「瀕死の白鳥」を踊るパブ

ロワ。
（下）演目の一つ「ショピニアナ」。

左 ペ ー ジ に 解 説 が 載 っ て い る。
「ショピニアナ」はショパンの音

楽にミハイル・フォーキンが振付
したバレエ。後に「レ・シルフィー
ド」と改題された。
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『パヴロワ女史露西亜舞
踊劇番組　丸の内帝国
劇場』の表裏。大正 11

（1922） 年 9 月 10 日 か
ら 13 日まで上演される
予定の演目が掲載され
ている。

国
劇
場
専
務
取
締
役
だ
っ
た
山
本
久
三
郎
が
談
話
を

寄
せ
て
い
る
。

　

こ
の
公
演
は
多
く
の
日
本
人
に
衝
撃
を
与
え
、
バ

レ
エ
と
い
う
芸
術
に
開
眼
さ
せ
た
。反
響
の
一
端
を
、

著
名
人
の
文
章
か
ら
辿
っ
て
み
た
い
。

　

芥
川
龍
之
介
は
「「
ア
マ
リ
イ
ラ
」
に
は
辟
易
し

た
」
と
し
つ
つ
も
、「
瀕
死
の
白
鳥
」
に
つ
い
て
は

「
僕
は
兎
に
角
美
し
い
も
の
を
見
た
」と
賛
辞
を
送
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
谷
崎
潤
一
郎
は
、「
ア
ン
ナ
・

パ
ヴ
ロ
ヷ
の
舞
踊
は
世
界
的
に
著
名
だ
け
れ
ど
も
、

な
あ
に
あ
の
程
度
の
も
の
な
ら
ば
、
少
く
と
も
日
本

人
は
驚
か
な
い
。
わ
れ
〳
〵
の
方
に
も
菊
五
郎
の
や

う
な
舞
踊
家
が
あ
る
」
と
や
や
冷
淡
で
あ
る
。
し
か

し
、
当
の
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
は
、「
瀕
死
の
白
鳥
」

の
「
あ
の
死
ぬ
感
じ
を
パ
ブ
ロ
バ
は
ど
う
し
て
出
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
に
思
い
、「
す
つ
か

り
道
具
方
に
化
け
て
」
楽
屋
に
忍
び
込
み
、
上
手
か

ら
パ
ヴ
ロ
ワ
の
動
作
を
観
察
し
た
と
い
う
。
パ
ヴ
ロ

ワ
が
「
一
つ
も
息
を
し
て
い
な
い
」
こ
と
に
気
付
い

た
菊
五
郎
は
、
終
演
後
に
、「
若
し
あ
の
ま
ま
幕
が

下
り
な
か
つ
た
と
し
た
ら
ど
う
す
る
？
」
と
パ
ヴ
ロ

ワ
に
尋
ね
、「
私
の
素
晴
し
い
終
焉
で
す
。
こ
の
ま

ま
死
ん
で
し
ま
つ
た
ら
、
と
思
う
こ
と
が
何
回
も
あ

る
ん
で
す
」
と
の
回
答
を
得
た
。
そ
し
て
菊
五
郎
も

ま
た
、「
娘
道
成
寺
」
を
「
あ
ん
ま
り
氣
持
よ
く
踊

れ
た
か
ら
」
鐘
の
中
で
死
ん
で
し
ま
い
た
い
と
、
パ

ヴ
ロ
ワ
同
様
の
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
が
一
度
あ
る
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パヴロワの前に来日したバレリーナ

　日本が迎えた最初の世界的バレリーナは、大正5（1916）
年6月16日～18日に帝国劇場で公演を行ったエレーナ・
スミルノワ（1888-1934）であろう。スミルノワは、パ
ヴロワと同様にマリインスキー劇場のプリマ・バレリーナ
であり、ディアギレフのバレエ・リュスにも参加したこと
があった。翌月にペトログラード（現・サンクトペテルブ
ルク）で調印された第四次日露協約に向けての文化交流を
目的としたこの公演は、日本におけるバレエ受容という
点ではひとえに時期尚早であり、当時あまり話題にならな
かった。なおこのときスミルノワも、日本初演となる「瀕
死の白鳥」を踊っている（振付はパヴロワと異なる）。

と
述
懐
し
て
い
る
。
真
の
芸
術
家
に
は
、
洋
の
東
西

を
問
わ
ず
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

パ
ヴ
ロ
ワ
の
バ
レ
エ
に
最
も
深
い
感
銘
を
受
け
た

の
は
、
当
時
の
若
い
世
代
だ
ろ
う
。
の
ち
に
映
画
評

論
家
と
な
っ
た
淀
川
長
治
は
、
13
歳
で
鑑
賞
し
た
神

戸
公
演
で
、「
瀕
死
の
白
鳥
」
に
ハ
ン
カ
チ
を
「
咽

喉
に
つ
め
こ
む
ほ
ど
涙
を
落
と
し
て
泣
い
た
」。
バ

レ
エ
の
美
し
さ
を「
身
の
毛
が
よ
だ
つ
ほ
ど
知
っ
た
」

淀
川
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
バ
レ
エ
も
愛
好
し
た
。

　

の
ち
に
音
楽
・
舞
踊
評
論
家
と
な
っ
た
当
時
15
歳

の
蘆
原
英
了
は
、「『
瀕
死
の
白
鳥
』
や
『
ト
ン
ボ
』

を
見
て
、
胸
の
打
ち
震
え
る
思
い
を
し
」、「
こ
の
一

夜
が
わ
が
運
命
に
決
定
的
な
作
用
を
も
た
ら
」
し
、

舞
踊
研
究
の
道
へ
と
進
む
こ
と
に
な
っ
た
と
回
顧
し

て
い
る
。
な
お
、
今
回
紹
介
し
た
資
料
は
蘆
原
の
旧

蔵
品
で
あ
る
。
蘆
原
が
収
集
し
た
バ
レ
エ
や
シ
ャ
ン

ソ
ン
、
演
劇
、
サ
ー
カ
ス
等
に
関
す
る
膨
大
な
資
料

（
蘆
原
英
了
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
は
、昭
和
55
（
１
９
８
０
）

年
に
蘆
原
本
人
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
に
寄
贈
の
申

し
出
が
あ
り
、
翌
年
の
蘆
原
没
後
に
正
式
に
寄
贈
さ

れ
た
。

　

た
っ
た
一
度
限
り
見
た
舞
台
が
、
あ
る
人
に
は
運

命
を
変
え
、
人
生
を
覚
醒
さ
せ
る
ほ
ど
の
衝
撃
を
与

え
、
ま
た
あ
る
人
に
は
生
涯
に
わ
た
る
深
い
感
動
を

刻
み
込
む
。

　

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
数
多
く
の
公
演
が
中
止

に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
配
信
に
活
路

を
見
出
す
動
き
も
盛
ん
だ
が
、
生
の
舞
台
の
存
在
意

義
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ

な
ら
、
舞
台
芸
術
は
出
演
者
と
観
客
と
が
同
じ
劇
場

空
間
を
共
有
し
、
魂
を
交
感
す
る
こ
と
に
、
本
質
的

な
創
造
の
契
機
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

全
世
界
の
劇
場
に
か
つ
て
の
活
気
が
一
日
も
早
く

戻
っ
て
く
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
筆
を
擱
き
た
い
。
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2019 年 10 月にフィンランドの首都・ヘルシンキで開催された研究データ同盟（RDA）第 14 回総会に参加した折、会議の

合間に、開館からちょうど 1 年を迎えたヘルシンキ中央図書館（通称 Oodi（オーディ））に立ち寄りました。Oodi は、その

スタイリッシュな建築や新しいサービスで、当時既に日本でも話題になっていましたが、実際に訪れてみると、思った以上に

アクセス至便、大勢の市民や観光客で賑わいながらも、ゆったりとした時間が流れる不思議な場所でした。本稿では、Oodi

について、一訪問者としての立場からご紹介します。

Helsinki Central Library Oodi
中川　紗央里

ヘルシンキ中央図書館
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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
首
都
・
ヘ
ル
シ
ン
キ

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
に
臨
む
入
江
の
奥

に
位
置
し
、「
バ
ル
ト
海
の
娘
」
の
別
名

を
持
つ
美
し
い
都
市
で
す
。
人
口
約
66
万

人
、
さ
い
た
ま
市
よ
り
わ
ず
か
に
小
さ

な
（
陸
地
面
積
約
２
１
４
㎢
）
市
内
に
は
、

37
の
市
立
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
ヘ
ル
シ
ン
キ

中
央
図
書
館
（Helsinki Central Library 

Oodi

、
以
下
、
愛
称
の
「Oodi

」
と
呼
び

ま
す
。）
は
、ヘ
ル
シ
ン
キ
市
内
の
中
心
部
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
中
央
駅
に
隣
接
す
る
カ
ン
サ

リ
ス
ト
リ
広
場
に
位
置
し
て
い
ま
す
。「
中

央
」
の
名
を
冠
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
す

べ
て
の
人
に
開
放
さ
れ
て
い
る
、
住
民
の

た
め
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
中
心
地
」
と
い

う
意
味
合
い
で
あ
り
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
立

図
書
館
の
中
央
館
と
し
て
の
役
割
はOodi

の
北
約
４・
５
㎞
に
あ
る
「
パ
シ
ラ
図
書

館
」
が
担
っ
て
い
ま
す
。

設
立
の
背
景

　

Oodi

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
建
国
１
０
０

周
年
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
新

し
い
時
代
を
象
徴
す
る
図
書
館
と
し
て
、

２
０
１
８
年
12
月
５
日
に
開
館
し
ま
し

た
。
設
計
担
当
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
ヘ

ル
シ
ン
キ
市
を
中
心
に
、
空
港
、
大
学
、

地
下
鉄
駅
な
ど
大
規
模
な
公
共
施
設
を
手

掛
け
て
き
た
実
績
を
持
つALA Architects

RDA 第 14 回総会の会場となったアールト（Aalto）大学
は、ヘルシンキ市のお隣・エスポー市（Espoo）にありま
す。アールト大学から Oodi のあるヘルシンキ中央駅へは、
地下鉄でたったの 15 分。エスポー市は後述する「ヘルシ
ンキ首都圏公共図書館ネットワーク」に含まれていたり、アー
ルト大学とOodi の「Kuutio（クーティオ）」が接続されて
いて展示会をやっていたり、実はつながりの深い関係です。

ヘルシンキの玄関口であるヘルシンキ中央駅。Oodi は駅の北西方向
約 200 ｍに位置し、徒歩数分と好立地。

アールト大学の名は、前身であるフィンラン
ド工科大学の卒業生で、フィンランドの 20
世紀を代表する建築家・アルヴァ・アール
ト（1898-1976）にちなみます。アールト
は同大学のキャンパスのデザインの大部分を
手がけました（上画像は講堂）。なお、RDA
総会のメイン会場となった同大学の Student 
Center Dipoli（下画像）は、Oodi を設計
したのと同じ ALA Architects の建築です。

ヘルシンキ地下鉄
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正面から見たOodi。開館時間は平日8時～22時、土日10時～20時。

（上）看板やサインは公用語であるフィンランド語
とスウェーデン語、そして英語の 3 か国語で表記
されています。

（下）ロビーの様子。

レストランは、館内で行われるイベント
のためのケータリング等にも対応。

社
が
国
際
コ
ン
ペ
で
選
ば
れ
ま
し
た
。
新

た
な
図
書
館
に
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
た

せ
る
か
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

を
通
し
て
市
民
か
ら
要
望
を
集
め
、
そ

れ
を
反
映
す
る
と
い
う
、
市
民
参
加
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
式
が
取
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
愛
称
のOodi

も
公
募
に
よ
り
１
，

６
０
０
以
上
の
候
補
か
ら
選
ば
れ
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
語
で
「
頌
歌
」（
英
語
のOde

に
当
た
る
語
で
、
神
々
や
君
主
の
栄
光
を

讃
え
る
歌
）
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

設
備
と
サ
ー
ビ
ス

　

Oodi

は
、
３
階
建
て
、
南
北
に
長
く
、

延
べ
床
面
積
は
１
万
７
０
０
０
㎡
の
ア
ー

チ
型
の
建
物
で
す
。
外
壁
を
覆
う
木
の

フ
ァ
サ
ー
ド
に
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
産
の

ト
ウ
ヒ
材
が
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

特
徴
的
な
の
は
、
先
述
の
コ
ン
セ
プ
ト
の

通
り
、
館
内
空
間
の
ほ
と
ん
ど
が
オ
ー
プ

ン
な
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
建

物
内
部
の
具
体
的
な
構
造
に
つ
い
て
、
１

階
か
ら
順
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
場

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
入
る
と
、
柱
の
な

い
広
々
と
し
た
ロ
ビ
ー
が
利
用
者
を
迎

え
ま
す
。
１
階
に
は
、
蔵
書
の
自
動
貸

1st Floor
カレリアンピーラッカ（ミルクがゆと
卵サラダが入ったパイ）。その名の
とおり、フィンランドの原風景といわ
れるカレリア地方発祥だそう。
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アーバン・ワークショップの様子。右上から時計回りに、ミシン、大型プリンタ、
マルチモニタ付コンピュータ、3Dプリンタ。

出
・
返
却
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
ほ
か
は
、
最

大
２
５
０
名
を
収
容
可
能
な
多
目
的
ホ
ー

ル
、
国
立
の
視
聴
覚
機
関
（KAVI

）
が
運

営
す
る
映
画
館
等
が
あ
り
、
主
に
人
々
が

交
流
す
る
た
め
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ル
シ

ン
キ
市
の
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
観

光
情
報
、
移
民
向
け
情
報
等
を
入
手
で
き

る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
や
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
市
の
都
市
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
Ｅ
Ｕ
の
活
動
を
紹
介
す
る
展
示
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
市
民
も
観
光
客
も
必
要

な
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
更
に
、
地
元
企
業
が
経
営
す
る
カ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
、
大
勢
の
利
用

者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

２
階

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
学
習
、
交
流
の
場

　

２
階
は
、
市
民
が
仕
事
や
学
習
の
た
め

に
利
用
で
き
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

で
す
。
１
階
に
比
べ
て
天
井
が
低
く
コ
ン

パ
ク
ト
な
空
間
に
様
々
な
機
器
や
機
能
が

詰
め
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
る
で
ラ
ボ
の
よ

う
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

ア
ー
バ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
名
付

け
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
（
い
わ
ゆ
る
「
メ
イ

カ
ー
ス
ペ
ー
ス
」）
に
は
、３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
、

大
型
プ
リ
ン
タ
、
Ｕ
Ｖ
プ
リ
ン
タ
、
レ
ー

ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
、
ミ
シ
ン
、
バ
ッ
ヂ
メ
ー

カ
ー
等
、
モ
ノ
づ
く
り
に
必
要
な
機
材
が

（左）ゲームスペースでは、楽しそうにマリオカートのレースが
展開されていました。

（右）ＰＣとモニターが整備されたワークステーション。映像編
集やプログラミング作業に取り組む利用者の姿も。

2nd Floor
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テーブルゲームのコーナー。

3 階フロア全景（南側から撮影）。

揃
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
奥
に
は
、
調
理
室
、

音
楽
の
練
習
や
録
音
、
写
真
や
ビ
デ
オ
の

撮
影
等
が
で
き
る
ス
タ
ジ
オ
、
グ
ル
ー
プ

学
習
室
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
設
備

は
ほ
ぼ
無
料
で
利
用
で
き
、
ヘ
ル
シ
ン
キ

市
立
図
書
館
の
予
約
シ
ス
テ
ムVaraam

o

か
ら
予
約
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
付
近
に
は
、
没
入

空
間Kuutio

（
ク
ー
テ
ィ
オ
）
と
呼
ば
れ

る
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
ス
マ
ー
ト
ガ
ラ

ス
に
四
方
を
囲
わ
れ
た
90
㎡
ほ
ど
の
空
間

で
、こ
の
設
備
を
活
か
し
、メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
作
品
の
展
示
会
や
公
開
講
座
等
が
開
か

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

３
階　

ブ
ッ
ク
ヘ
ブ
ン
（
本
の
楽
園
）

　

螺
旋
階
段
を
上
が
っ
た
３
階
は
、「
ブ
ッ

ク
ヘ
ブ
ン
（
本
の
楽
園
）」
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
こ
こ
が
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
メ
イ

ン
フ
ロ
ア
で
す
。
ま
る
で
白
い
雲
の
よ
う

な
起
伏
の
あ
る
天
井
を
間
接
照
明
の
明
か

り
が
照
ら
し
、
生
き
た
木
が
あ
ち
こ
ち
に

配
さ
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
空
間
作
り

の
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

フ
ロ
ア
中
央
に
は
、
約
10
万
点
の
蔵
書
、

雑
誌
、
新
聞
、
映
画
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
立

図
書
館
で
最
大
規
模
を
誇
る
楽
譜
、
ビ
デ

オ
ゲ
ー
ム
・
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
等
の
資
料

を
納
め
た
書
架
が
並
び
ま
す
。
求
め
る
資

料
がOodi

に
な
い
場
合
は
、
ヘ
ル
シ
ン

１階から３階までを貫く螺旋階段は、市民
に「この図書館は誰のためのものか」と
アンケートし、集まったメッセージを刻んだ

『Dedication』という名のパブリックアート
作品です。例えば、「kaikille（すべての
人のために）」、「meille（我らのために）」、

「vauvoille（赤ちゃんのために）」など。

ジェンダー関係の資料を集めた「レインボーシェルフ」などもあります。

3rd Floor
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キ
市
首
都
圏
の
公
共
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（Helm

et: Helsinki M
etropolitan Area 

Libraries

）
か
ら
の
取
り
寄
せ
が
可
能
な

ほ
か
、Helm

et

が
提
供
す
る
電
子
図
書
館

「e-library

」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
約
３
４
０
万

点
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

フ
ロ
ア
の
両
端
は
、
小
高
く
盛
り
上

が
っ
た
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
北
側
は

子
ど
も
向
け
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
児
童
書

コ
ー
ナ
ー
や
遊
び
場
、
お
話
し
の
た
め
の

部
屋
や
イ
ベ
ン
ト
ル
ー
ム
が
備
え
ら
れ
、

無
料
の
お
話
し
会
や
子
供
向
け
コ
ン
サ
ー

ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
南
側
の
ひ
と
際
高
い
エ
リ

ア
で
は
、
大
人
向
け
に
、
作
家
と
の
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
等
の
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
書
架
を
中
心
に
、
幅
広
い
年
齢
層
の

利
用
者
が
集
う
こ
と
の
で
き
る
場
所
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
寒
空
で
し
た

が
、
建
物
西
側
に
は
「
市
民
の
バ
ル
コ

ニ
ー
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
広
い
デ
ッ
キ
が

あ
り
、
晴
れ
た
日
に
は
こ
こ
で
読
書
を
し

た
り
展
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
国
会
議
事
堂
を
同

じ
目
線
の
高
さ
で
望
む
こ
と
が
で
き
る
こ

と
が
、Oodi

が
民
主
主
義
の
た
め
の
場

で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
と
館
内
ツ

ア
ー
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

O
o

d
i

の
初
年
度
の
評
価

と
実
績

　

Oodi

は
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
、
従
来
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

市
民
の
多
様
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
場

／
市
民
の
交
流
を
生
み
出
す
場
と
し
て
の

機
能
を
備
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
図
書
館
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。Oodi

の
初
年
度
は
、

Public Library of the year 2019

（IFLA

が
オ
ー
プ
ン
で
機
能
的
な
設
備
を
有
し
、

創
造
的
な
活
動
を
し
て
い
る
新
設
公
共
図

書
館
に
贈
る
賞
）
の
ほ
か
、
様
々
な
建
築

賞
を
受
賞
、TIM

E

誌
に
よ
り
「
世
界
で

最
も
偉
大
な
場
所
」
に
選
ば
れ
る
等
、華
々

し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

Oodi

自
身
は
、
２
０
２
０
年
２
月
５
日

に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
し
た
記
事
の
中

で
、
２
０
１
９
年
の
実
績
と
し
て
、Oodi

の
開
館
や
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
（
楽

器
、
道
具
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
ゲ
ー
ム
の

貸
出
等
）
等
に
よ
り
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
の

図
書
館
全
体
の
利
用
が
活
性
化
さ
れ
、
①

予
想
を
超
え
る
利
用
が
あ
っ
た
こ
と（Oodi

の
２
０
１
９
年
の
来
館
者
は
当
初
目
標
の

２
５
０
万
人
を
上
回
る
３
１
０
万
人
と
な

り
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
立
図
書
館
全
体
の

利
用
数
も
延
べ
９
０
０
万
回
（
前
年
比
約

40
％
増
）
に
達
し
た
）、
②Oodi

で
開
催

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
７
，０
０
０
以
上
に

の
ぼ
り
、
延
べ
30
万
人
以
上
が
参
加
し
た

南側の小高いエリア。3rd Floor
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こ
と
、
③
来
館
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
も
大
き
く
進
展
し
、

オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
、
電
子
雑
誌
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
数
が
そ
れ
ぞ
れ
84
％
、
97
％
の

増
と
な
り
、Helm

et

の
サ
イ
ト
を
延
べ

１
２
９
０
万
人
以
上
が
利
用
し
た
こ
と
等

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年　

世
界
的
な

変
化
の
潮
流
の
中
で

　

今
年
２
０
２
０
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
に
よ
り
、
図
書
館

の
来
館
サ
ー
ビ
ス
も
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。

　

Oodi

を
含
む
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
の
文
化

サ
ー
ビ
ス
は
３
月
18
日
に
サ
ー
ビ
ス
を
全

面
的
に
停
止
。
閉
館
中
に
は
、
ブ
ッ
ク
ヘ

ブ
ン
で
活
躍
す
る
本
の
自
動
運
搬
・
ガ
イ

ド
ロ
ボ
ッ
トVeera

の
映
像
紹
介
等
が
行

わ
れ
、
図
書
館
へ
行
け
な
い
利
用
者
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
５
月
４
日
か
ら
、
閉
館

前
に
貸
出
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
資
料

の
返
却
を
受
け
付
け
は
じ
め
、
５
月
８
日

か
ら
自
動
貸
出
・
返
却
機
を
用
い
た
予
約
・

貸
出
・
返
却
サ
ー
ビ
ス
を
段
階
的
に
再
開
、

６
月
に
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
の
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
全
体
が
ほ
ぼ
通
常
に
戻
り
、
閉
鎖

さ
れ
て
い
た
閲
覧
室
や
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

も
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
稿
を

執
筆
し
て
い
る
９
月
現
在
も
、
対
面
サ
ー

ビ
ス
で
な
く
自
動
貸
出
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
推
奨
し
た
り
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
は
定

員
の
50
％
に
制
限
し
た
り
、
一
部
の
機
材

の
貸
出
を
当
面
の
間
停
止
す
る
等
、「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
８
月
20
日
に
は
、
ア
ー
バ
ン
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
写
真
や
ビ
デ
オ
の
撮
影
が

で
き
る
防
音
ル
ー
ム
が
新
た
に
開
設
さ
れ

た
と
の
こ
と
。
ま
たe-library

で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
利
用
可
能
な
電
子
書
籍
や
電

子
雑
誌
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
紹
介
や
利
用

方
法
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、
社
会
的
孤

立
が
心
配
さ
れ
る
子
供
た
ち
の
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
紹

介
記
事
を
公
開
す
る
な
ど
、
幅
広
い
目
的
、

利
用
者
向
け
の
サ
ポ
ー
ト
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
民
が
集
う
た
め
の
場
所
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
たOodi

が
、
変
容
す
る
社
会
の

中
で
ど
の
よ
う
な
変
化
、
進
化
を
遂
げ
る

の
か
、
今
後
の
取
組
か
ら
ま
す
ま
す
目
が

離
せ
ま
せ
ん
。

○参考文献

ヘルシンキ中央図書館
https://www.oodihelsinki.fi/en/
フィンランド統計
h t t p s : / / w w w . s t a t . f i /
t i l / v a m u u / 2 0 2 0 / 0 7 /
vamuu_2020_07_2020-08-25_
tie_001_en.html
フィンランド公共図書館統計
https ://www. l ib rar ies . f i/
statistics
ALA Architects
http://ala.fi/
吉田右子、小泉公乃、坂田ヘントネ
ン亜希 著『フィンランド公共図書館　
躍進の秘密』新評論　2019< 請求
記号 UL252-M1>
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　国際子ども図書館は、国立国会図書館の支部図書館です。平成12
（2000）年に国立の児童書専門図書館として開館し、令和2（2020）
年は開館20周年にあたります。この20年、ひいては平成の30年余
りの間に、日本の絵本や絵本作家たち、またそれらを取り巻く環境は、
様々に変化しました。
　展示会「平成を彩った絵本作家たち」では、国際子ども図書館の歩
みとともにあった平成の時代に活躍した日本の絵本作家35名に焦点
を当て、約200点の資料を通して平成を振り返ります。個性豊かな絵
本から、平成という時代の多様性の一端が感じられることでしょう。

会期が変更になる場合があります。最新情報については、国際子ども図書館ホームページなどでご確認ください。

https://www.kodomo.go.jp/event/exhibition/tenji2020-03.html
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展示会で取り上げる絵本作家の中から
一部を紹介します。

『ユックリとジョジョニ』【Y18-5484】
荒井良二 作　ほるぷ出版　1991
アコーディオンと歌が得意な男の子ユックリと、ダン
スが得意な女の子ジョジョニとの出会いを描く。

※【　】内は国立国会図書館請求記号。本稿に掲載するものは、全て国際子ども図書館所蔵。

『こんとあき』【Y18-4137】
林明子 さく　福音館書店　1989
きつねのぬいぐるみのこんと、女の子あきの小さな
冒険の物語。困難な旅を乗り越え、成長していく。

林
明
子

　

雑
誌
な
ど
の
カ
ッ
ト
を
描
く
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
を
し
て
い
た
頃
、
当
時
の
同
僚

で
絵
本
作
家
の
五
味
太
郎
の
紹
介
に
よ
り

『
か
み
ひ
こ
う
き
』（
小
林
実
文
、『
か
が

く
の
と
も
』
１
９
７
３
年
11
月
号
）
の
絵

を
担
当
し
、絵
本
に
携
わ
り
始
め
ま
し
た
。

『
は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
』（
筒
井
頼
子
作
、

１
９
７
７
年
刊
）
な
ど
、
多
く
の
物
語
の

世
界
を
鮮
や
か
に
描
く
と
と
も
に
、『
こ

ん
と
あ
き
』
の
よ
う
に
自
身
で
ス
ト
ー

リ
ー
の
創
作
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
丁
寧
な
取
材
と
多
彩
な
画
法
で
、

幅
広
い
年
齢
層
に
親
し
ま
れ
る
絵
本
を
作

り
出
し
て
い
ま
す
。

荒
井
良
二

　

フ
リ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
す
る
中
で
編
集
者
の
土
井
章
史
と
出

会
い
、
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
に
商
業
出

版
と
し
て
の
初
の
絵
本
『
ユ
ッ
ク
リ
と

ジ
ョ
ジ
ョ
ニ
』
を
発
表
し
ま
し
た
。
明
る

く
鮮
や
か
な
色
遣
い
と
、
斬
新
、
大
胆
、

奔
放
な
作
風
で
、
国
内
外
で
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、舞
台
美
術
、

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
芸
術
監
督
な

ど
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
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『そらまめくんのベッド』【Y17-M99-1145】
なかやみわ さく・え　福音館書店　1999
わがままなところもあるが、本当はとても素直なそらまめくんの、
自慢のベッドをめぐる物語。

『だるまさんが』【Y17-N08-J88】
かがくいひろし さく　ブロンズ新社　2008
だるまさんの豊かな表情、ユニークな動き、シン
プルな擬音語による、赤ちゃんも楽しめる絵本。

な
か
や
み
わ

　

企
業
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
を

経
て
、
時
代
を
超
え
て
人
々
に
愛
さ
れ
続

け
る
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

絵
本
作
家
を
志
し
、
絵
本
作
家
の
川
端
誠

や
編
集
者
の
松
田
素
子
の
講
座
で
学
び
ま

し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
作
『
そ
ら
ま
め
く
ん
の

ベ
ッ
ド
』（『
こ
ど
も
の
と
も 

年
中
向
き
』

１
９
９
７
年
５
月
号
）
の
〈
そ
ら
ま
め
く

ん
〉
シ
リ
ー
ズ
を
始
め
、
個
性
豊
か
で
愛

ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
生
き
生
き
と
描

き
、
多
く
の
作
品
が
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

か
が
く
い
ひ
ろ
し

　

特
別
支
援
学
校
の
教
員
を
務
め
な
が
ら

絵
本
を
制
作
し
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年

に
50
歳
で
絵
本
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。
教
員
時
代
の
経
験
を
基
に
、
読

者
を
元
気
付
け
る
よ
う
な
、
笑
い
を
引

き
出
す
絵
本
作
り
を
追
求
し
、
平
成
21

（
２
０
０
９
）
年
に
急
逝
す
る
ま
で
に
16
冊

の
絵
本
を
発
表
し
ま
し
た
。
代
表
作
で
あ

る
『
だ
る
ま
さ
ん
が
』
の
だ
る
ま
を
始
め
、

も
ち
、
布
団
な
ど
、
日
本
的
な
モ
チ
ー
フ

が
数
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
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『りんごかもしれない』【Y17-N13-L351】
ヨシタケシンスケ 作　ブロンズ新社　2013
目の前のりんごはりんごではないかもしれない、
という思いつきから、様々な可能性を提示する。

本展示会では、約200点の資料を出展します。
国際子ども図書館へのお越しをお待ちしています。

【本展示会で紹介する35 名の絵本作家】※展示会場での紹介順
林明子、片山健、 武田美穂、 いとうひろし、 宮西達也、あべ弘士、 駒形克己、
新宮晋、スズキコージ、荒井良二、たむらしげる、小林豊、降矢なな、出久根育、
酒 井 駒 子 、どい か や、 工 藤ノリコ、 島 田 ゆ か、 な か や み わ 、 い わ いとしお 、
三 浦 太 郎 、 か がくい ひろし、 高 部 晴 市 、 田 中 清 代 、 伊 藤 秀 男、 西 村 敏 雄 、
長 谷 川 義 史 、 鈴 木 のりた け、 t u p e r a  t u p e r a 、 み やこしあきこ、 荒 井 真 紀、
ミロコマチコ、きくちちき、ヨシタケシンスケ、ヒグチユウコ

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

　

大
学
卒
業
後
、
ゲ
ー
ム
制
作
会
社
勤
務

な
ど
を
経
て
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。
平
成
25
（
２
０
１
３
）

年
に
刊
行
さ
れ
た
初
の
絵
本
『
り
ん
ご
か

も
し
れ
な
い
』
は
、
目
の
前
の
も
の
に

対
す
る
固
定
観
念
を
く
つ
が
え
し
、「
…

か
も
し
れ
な
い
」
と
可
能
性
を
考
え
ぬ
く

ユ
ー
モ
ラ
ス
で
自
由
な
発
想
が
好
評
を
博

し
ま
し
た
。
日
常
の
中
の
あ
り
ふ
れ
た
出

来
事
を
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
で
と
ら
え
、
発

想
を
飛
躍
さ
せ
て
面
白
さ
や
お
か
し
さ
を

見
出
し
て
い
ま
す
。
読
者
の
共
感
を
引
き

出
す
よ
う
な
、
ク
ス
ッ
と
笑
え
る
作
風
が

特
徴
で
す
。
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企
画
協
力
課
協
力
係
長
と
し
て
ど
ん
な
お

仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

海
外
か
ら
子
ど
も
の
本
の
関
係
者
を
招
い

た
り
、
大
使
館
な
ど
の

外
部
機
関
と
連
携
し
て
、

講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
企
画
し
て
運
営
の

ロ
ジ（

１
）を

す
る
の
が
、
例

年
で
あ
れ
ば
一
番
大
き

い
仕
事
で
す
。
今
年
は

コ
ロ
ナ
で
状
況
が
か
な

り
違
い
ま
す
け
ど
。

仕
事
が
減
っ
て
し
ま
っ

た
？

逆
に
、
国
際
子
ど
も
図

書
館
（
以
下
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ

Ｌ
」）
開
館
20
周
年
記

念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
で
き
な
く
な
っ
た
の

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
何

か
で
き
な
い
か
検
討
し

た
り
、
今
ま
で
に
経
験

が
な
い
検
討
事
項
が
山

積
み
で
す
。

担
当
業
務
の
２
つ
目
は
、
全
国
の
児
童

サ
ー
ビ
ス
担
当
司
書
の
た
め
の
研
修
の
企

画
や
運
営
の
ロ
ジ
で
す
。
児
童
文
学
連
続

講
座
は
、
今
年
は
初
挑
戦
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

（W
ebina （

２
）

r

）
で
、
定
員
は
な
ん
と
千
名

で
募
集
し
ま
し
た
。

千
名
!?

例
年
申
し
込
み
が
多
く
て
お
断
り
し
て
い

た
ん
で
す
。
東
京
に
来
ら
れ
な
い
方
も
全

国
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

で
門
戸
が
広
が
り
ま
し
た
。

３
つ
目
は
、
国
内
外
の
図
書
館
関
係
者
が

来
館
し
た
時
の
接
遇
や
館
内
見
学
の
案

内
。
４
つ
目
は
子
ど
も
の
本
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
の
調
査
・
情
報
発
信
や
、
児
童

文
学
連
続
講
座
の
講
義
録
の
編
集
・
刊
行

と
い
っ
た
発
信
系
で
す
ね
。

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
ね
。
イ
ベ
ン
ト
っ
て

す
べ
て
自
分
た
ち
で
企
画
す
る
ん
で
す

か
。

外
部
の
機
関
か
ら
お
話
が
く
る
も
の
も
あ

り
ま
す
し
、
自
分
た
ち
で
企
画
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

念
願
の
韓
国
絵
本
の

講
演
会
を
企
画
し
て

実
施
で
き
た
こ
と
！　

韓
国
の
絵
本
が
面
白

い
と
い
う
の
は
、
こ

こ
最
近
ず
っ
と
言
わ

れ
て
い
て
。
少
し
前

に
韓
国
文
化
院
で
、

Ｋ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
と
い
う
韓

国
の
子
ど
も
の
本
の

団
体
の
方
が
み
え
て

講
演
会
を
し
た
と
き
に
、
草
の
根
の
日
韓

絵
本
交
流
会
の
方
と
お
話
し
し
て
い
て
、

ぜ
ひ
や
り
た
い
！　

と
い
う
話
に
な
り
ま

し
た
。
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、
大
盛
況
で
評

判
も
良
く
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
い

ま
で
も
自
席
の
後
ろ
に
当
時
の
ポ
ス
タ
ー

を
貼
っ
て
眺
め
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
代
わ
る
開
館
20
周
年
企

画
も
、「SDGs

と
子
ど
も
の
本
」
を
テ
ー

マ
に
企
画
中
で
、
某
有
名
作
家
さ
ん
に
動

画
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
よ
う
と
検
討

し
て
ま
す
。
準
備
は
大
変
で
す
け
ど
、
と

て
も
楽
し
み
で
す
。

白井 京　国際子ども図書館 企画協力課 協力係長
平成11（1999）年4月　 調査及び立法考査局　調査資料課　資料係
平成12（2000）年4月　 調査及び立法考査局　海外事情課
平成13（2001）年4月　 調査及び立法考査局　海外立法情報課（名称変更）
平成22（2010）年4月　 総務部　支部図書館・協力課　協力係
平成24（2012）年２月　 総務部　支部図書館・協力課　協力係長　
平成26（2014）年10月　 調査及び立法考査局　外交防衛課
平成29（2017）年4月　 国際子ども図書館　企画協力課　協力係長

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

聞き手：総務課編集係
令和2（2020）年9月8日インタビュー

no.10

将来の世代を考えたときに、自分の世代の立ち位置にこだわってはいられません

Final
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逆
に
、
苦
労
は
？

外
国
の
方
を
招
へ
い
す
る
と
き
は
、
勤
務

時
間
が
不
規
則
に
な
っ
た
り
、
連
日
の
勤

務
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
国
際
ア
ン

デ
ル
セ
ン
賞
受
賞
作
家
と
い
っ
た
著
名
な

方
を
迎
え
る
と
緊
張
す
る
し
。
で
も
実
際

に
は
意
外
と
大
丈
夫
で
、
山
を
越
え
る
と

強
く
な
り
ま
す
（
笑
）。

英
国
、
ド
イ
ツ
、
中
国
、
カ
ナ
ダ
、
ロ
シ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
韓

国
…
…
、
い
ろ
ん
な
国
の
作
家
の
方
や
図

書
館
関
係
者
と
お
会
い
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
や
背
景
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
興
味
深
い
で
す
。
た
と
え
ば
、日
本
で
は
、

す
ご
く
緻
密
さ
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。
で
も
海
外
は
日
本
と
異
な
る

大
ら
か
さ
が
あ
っ
て
、
そ
の
対
比
が
面
白
い

で
す
。
服
装
や
挨
拶
や
考
え
方
も
違
う
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
、
そ
の
温
度
差
の
間
に
立
つ
の

で
、
向
こ
う
の
気
持
ち
も
わ
か
る
し
、
こ
っ

ち
の
理
屈
も
わ
か
る
し
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｌ
に
は
希
望
さ
れ
て
異
動
し
た
の

で
す
か
。

な
か
な
か
異
動
で
き
な
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
希
望
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
子
育
て
を
し
て
い
る
中
で
、

「
あ
、
今
こ
ん
な
本
出
て
い
る
ん
だ
。
面

白
い
」
と
か
、
子
ど
も
の
本
に
対
す
る
興

味
は
あ
り
ま
し
た
け
ど
。
で
も
、
今
は
天

職
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。
Ｉ
Ｌ
Ｃ

Ｌ
に
異
動
で
き
て
す
ご
く
う
れ
し
く
感
じ

た
の
は
、「
子
ど
も
の
本
は
世
界
を
つ
な

ぎ
、
未
来
を
拓
く
！
」
っ
て
い
う
開
館
当

初
か
ら
あ
る
活
動
理
念
を
実
感
し
た
こ
と

で
す
。
世
界
平
和
と
未
来
に
対
す
る
希
望

と
理
想
が
あ
る
、
そ
の
こ
と
に
何
よ
り
感

動
し
ま
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
（
以
下
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
」）

そ
の
も
の
も
法
律
で
「
日
本
の
民
主
化
と

世
界
平
和
に
寄
与
す
る
」
と
う
た
っ
て
い

ま
す
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｌ
は
未
来
を
担
う
子
ど

も
の
た
め
っ
て
い
う
の
が
大
き
い
で
す
よ

ね
。

素
晴
ら
し
い
で
す
。
子
ど
も
の
本
の
関
係

者
は
平
和
を
愛
す
る
方
が
多
い
ん
で
す
。

も
う
す
ぐ
刊
行
さ
れ
る
、
国
立
国
会
図
書

館
開
館
七
十
年
記
念
館
史
の
編
さ
ん
委
員

と
し
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｌ
に
つ
い
て
執
筆
も
さ

れ
ま
し
た
ね
。

み
ん
な
の
思
い
が
一
つ
に
な
っ
て
奇
跡
的

に
誕
生
し
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
特

に
、Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
児
童
サ
ー
ビ
ス
を
直
接
行
っ

て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
を
、
当
時
の
職
員
が
一
生
懸
命
に
、

一
か
ら
立
ち
上
げ
て
、
今
が
あ
る
わ
け
で
。

草
創
期
の
職
員
は
、
経
験
が
な
い
な
か
で
、

様
々
な
期
待
を
背
負
っ
て
、
本
当
に
大
変

だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

◆　

◆　

◆

白
井
さ
ん
は
韓
国
語
が
で
き
る
語
学
の
人

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
調
査
及

び
立
法
考
査
局
（
以
下
「
局
」）
の
海
外

立
法
情
報
課
（
海
外
事
情
課
）
が
長
か
っ

た
で
す
ね
。

合
計
10
年
い
ま
し
た
。
日
本
の
国
政
審
議

に
役
立
ち
そ
う
な
韓
国
の
立
法
情
報
に
つ

い
て
、
法
律
を
翻
訳
し
て
紹
介
す
る
仕
事

で
す
。
自
分
が
大
学
院
ま
で
専
攻
し
て
き

た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
る
と
い
う

感
じ
で
、
深
く
韓
国
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
当
時

は
ま
だ
韓
国
語
を
で
き
る
人
が
ほ
と
ん
ど

局
に
い
な
く
て
、
お
役
に
立
て
る
と
い
う

か
、
他
の
調
査
員
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

の
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

大
学
で
は
現
代
朝
鮮
半
島
論
を
専
攻
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
も
そ
も
ど
う
し

て
韓
国
？

高
校
生
の
頃
に
冷
戦
が
終
わ
っ
て
、
南
北

朝
鮮
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
っ
て
い
う
こ

と
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。
マ
ス

コ
ミ
・
報
道
機
関
、
特
に
新
聞
社
や
テ
レ

ビ
局
の
国
際
特
派
員
に
憧
れ
て
い
て
、
朝

鮮
語
が
で
き
る
と
報
道
関
係
の
就
職
に
強

い
ら
し
い
と
聞
き
及
ん
で
お
り
（
笑
）。

で
も
当
時
は
、
政
治
的
に
難
し
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
立
ち
位
置
と
い
う
か
思
想
が

問
わ
れ
る
世
界
で
し
た
。
あ
と
朝
鮮
語
の

辞
書
持
っ
て
い
る
と
「
え
、
な
ん
で
？
」

と
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
か
な
り
、
少
数

派
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
（
笑
）。

今
、
韓
国
は
人
気
あ
り
ま
す
よ
ね
。

自
分
の
子
ど
も
がK-POP

で
踊
っ
て

い
る
と
か
、
若
い
子
向
け
の
ア
パ
レ
ル

シ
ョ
ッ
プ
に
韓
国
語
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た

グ
ッ
ズ
が
並
ん
で
る
と
か
、J-W

AVE

つ

け
て
い
た
ら
普
通
に
韓
国
語
の
歌
が
流
れ

児童文学連続講座の講義録

（１）ロジ＝ロジスティック業務の略。裏方業務。
（２）「ウェブ」と「セミナー」を組み合わせた言葉。インターネット上の研修。
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て
く
る
と
か
、
驚
き
で
す
。
私
が
海
外
立

法
情
報
課
に
在
籍
し
て
い
た
10
年
の
間
に

も
韓
国
社
会
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
政
策
で
も
、
韓
国
は

日
本
の
一
歩
先
を
進
ん
で
い
る
面
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
例
え
ば
取
り
調
べ
の

可
視
化
と
か
、
英
語
を
小
学
校
か
ら
教
え

る
と
か
、
昔
、
韓
国
で
議
論
に
な
り
制
度

化
さ
れ
た
こ
と
が
数
年
後
に
日
本
で
も
制

度
化
さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

し
、
図
書
館
政
策
も
す
ご
く
先
進
的
だ
と

思
い
ま
す
。

支
部
図
書
館
・
協
力
課
で
は
ど
ん
な
お
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
か
。

今
の
お
仕
事
の
東
京
本
館
版
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
、
海
外
立
法
情
報
課
が
一
人
で
の

井
戸
掘
り
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
は
「
四
方
八

方
か
ら
多
種
多
様
な
弾
が
飛
ん
で
く
る
の

を
、
係
全
員
で
協
力
し
て
打
ち
返
し
て
い

る
」
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
大
変
だ
け

ど
、
仕
事
の
や
り
方
か
ら
館
内
全
体
の
業

務
に
つ
い
て
ま
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

で
も
、
英
語
を
頻
繁
に
使
う
の
が
す
ご
く

大
変
で
し
た
。
係
の
中
で
一
番
英
語
が
で

き
な
く
て
、
文
字
通
り
ボ
ロ
ボ
ロ
と
涙
を

こ
ぼ
し
な
が
ら
勉
強
し
ま
し
た
。今
で
は
、

あ
の
時
頑
張
っ
て
お
い
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

韓
国
語
で
は
入
館
直
後
か
ら
翻
訳
や
通
訳

に
駆
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

１
年
目
か
ら
業
務
交
流
の
通
訳
を
し
ま
し

た
。
通
訳
の
仕
事
は
大
変
だ
け
ど
楽
し
く

て
、
通
訳
案
内
業
免
許
を
と
っ
て
東
京
都

に
登
録
し
た
り
、
専
門
の
通
訳
学
校
に

通
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
で
も
コ
ロ
ナ
禍

の
今
は
、
海
外
の
方
の
訪
問
も
な
い
で
す

し
、
相
当
ス
キ
ル
が
落
ち
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

報
道
機
関
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
を
目
指
そ

う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

現
実
に
は
、
や
っ
ぱ
り
女
性
が
働
く
の
は

厳
し
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。
韓
国
留
学
中

や
大
学
院
の
こ
ろ
、
外
部
の
研
究
会
な
ど

で
報
道
機
関
の
方
と
も
お
付
き
合
い
が

あ
っ
た
ん
で
す
が
、
ど
う
に
も
女
性
と
い

う
こ
と
で
「
下
」
に
見
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
た
ん
で
す
。

母
が
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
駐
日
事

務
所
に
勤
務
し
な
が
ら
子
ど
も
を
３
人
育

て
て
、
公
務
員
は
男
女
の
違
い
は
な
く
働

け
る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｄ

Ｌ
は
学
部
や
院
の
こ
ろ
資
料
複
写
を
利
用

し
て
い
て
、
当
時
ま
だ
東
京
本
館
に
あ
っ

た
ア
ジ
ア
資
料
室
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
い
た

女
性
職
員
に
「
女
性
の
働
き
や
す
さ
」
を

聞
い
た
ん
で
す
。

い
き
な
り
!?

「
働
き
や
す
い
で
す
よ
」
と
、
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
私
が
入
館

し
た
と
き
ち
ょ
う
ど
入
れ
違
い
で
退
職
さ

れ
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
後
偶
然
に
お
会
い

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

白
井
さ
ん
ご
自
身
も
、
お
子
さ
ん
は
３
人

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
。
仕
事
し
な
が

ら
通
訳
の
専
門
学
校
に
も
通
っ
て
…
…
。

育
児
と
仕
事
と
の
両
立
と
い
う
点
で
忘
れ

ら
れ
な
い
の
は
、
３
人
目
の
子
ど
も
を
妊

娠
中
、
前
期
破
水
し
て
し
ま
っ
て
、
入
院

中
に
ベ
ッ
ド
の
上
で
陣
痛
が
く
る
の
を
待

ち
な
が
ら
法
律
訳
の
校
正
を
終
わ
ら
せ
た

こ
と
で
す
ね（
笑
）。
当
時
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
な
い
団
地
の
４
階
に
住
ん
で
い
て
、
夫

が
仕
事
で
い
な
か
っ
た
の
で
、
小
さ
い
子

ど
も
２
人
を
風
呂
に
入
れ
た
り
、
忙
し
く

動
い
て
い
た
せ
い
だ
と
思
う
ん
で
す
け

ど
。
出
産
し
た
ら
し
ば
ら
く
仕
事
が
で
き

な
い
か
ら
、
病
院
に
校
正
ゲ
ラ
と
Ｐ
Ｃ
を

持
ち
込
ん
で
、
陣
痛
が
今
く
る
か
今
く
る

か
っ
て
焦
り
な
が
ら
何
と
か
猛
ス
ピ
ー
ド

で
ガ
ー
っ
て
終
わ
ら
せ
ま
し
た
。
結
局
、

陣
痛
は
こ
な
く
て
帝
王
切
開
に
な
り
ま
し

た
（
笑
）。

す
ご
く
た
く
さ
ん
周
囲

の
人
に
迷
惑
を
か
け
て

き
て
、
泣
き
た
い
思
い

を
し
た
こ
と
も
多
か
っ

た
で
す
。
で
も
母
に「
い

ま
こ
の
瞬
間
は
と
ん
で

も
な
い
大
変
な
こ
と
を

し
て
し
ま
っ
て
い
る
と

思
う
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
後
か
ら
思
え
ば
全

然
大
し
た
こ
と
じ
ゃ
な

い
か
ら
」
と
言
わ
れ
て
。

今
、
振
り
返
る
と
本
当

に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
か
ら
恩
返

し
で
き
る
と
思
っ
て
、
若
い
方
は
、
多
少

図
々
し
く
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

◆　

◆　

◆

今
後
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
、
ま
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｌ
は
ど

う
あ
る
べ
き
、
ま
た
ど
う
な
っ
て
い
っ
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
、「
国
の
文
化
遺
産
を
集
め
て

次
世
代
の
た
め
に
長
く
守
り
、
そ
れ
を

も
っ
て
国
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
と
い
う

基
本
的
な
役
割
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
で
も
そ
の
発
信
ツ
ー
ル
や
、
メ
デ
ィ

ア
自
体
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
。
だ

か
ら
、
そ
れ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
に
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も
、
経
験
者
採
用
な
ど
で
人
材
を
も
っ
と

流
動
化
し
て
良
い
と
思
う
。
専
門
性
を
保

つ
の
は
大
前
提
と
し
て
も
、
外
か
ら
の
空

気
を
入
れ
る
の
は
大
事
。
も
っ
と
挑
戦
で

き
る
、
失
敗
を
許
容
で
き
る
組
織
に
な
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。

失
敗
し
た
ら
終
わ
り
、
み
た
い
な
の
は
日

本
全
体
で
そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

石
橋
を
た
た
い
て
た
た
い
て
た
た
き
過
ぎ

て
、
状
況
が
急
に
変
化
す
る
と
対
応
し
き

れ
な
い
っ
て
、
よ
く
あ
り
ま
す
よ
ね
。
世

界
の
児
童
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
姿
を
変
え

つ
つ
あ
る
な
か
で
、
日
本
も
変
化
を
求
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
（
国
際
図
書
館
連
盟
）
の
年
次

大
会
の
報
告
記
事（

３
）で

、
生
き
る
た
め
の
リ

テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
、
と
い

う
の
が
印
象
的
で
し
た
。
具
体
的
に
ど
う

い
う
サ
ー
ビ
ス
な
ん
で
す
か
？

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
開
催
地
が
セ
ル
ビ
ア
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
同
じ
本
を
読
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ

て
も
、
例
え
ば
、
か
つ
て
紛
争
地
だ
っ
た

セ
ル
ビ
ア
の
女
の
子
の
た
め
に
、
ど
う

や
っ
た
ら
強
く
個
を
保
っ
て
生
き
て
い
ら

れ
る
か
み
た
い
な
こ
と
を
、
小
学
校
中
学

年
か
ら
高
学
年
の
女
の
子
と
本
を
読
み
な

が
ら
行
う
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
て
ま
し
た
。

日
本
で
は
子
ど
も
の
貧
困
や
教
育
格
差
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

情
報
格
差
も
問
題
で
す
よ
ね
。
韓
国
で
は
情

報
格
差
の
是
正
は
図
書
館
の
責
務
な
ん
で

す
。
あ
と
は
、
こ
れ
か
ら
格
差
が
問
題
に

な
る
と
思
う
の
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
か

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
か
の
デ
ジ
タ
ル
関
係
の

リ
テ
ラ
シ
ー
。
リ
テ
ラ
シ
ー
に
は
、
文
字
活

字
だ
け
で
は
な
く
、デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
、

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
や
、
そ
れ
を
使
い
こ

な
す
ス
キ
ル
を
含
み
ま
す
。
も
っ
と
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（

４
）に

敏
感

に
な
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
本
に
繋
い
で
い
く
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
も
は
や
図
書
館
は

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。紙
の
本
は
私
も
大
好
き
で
す
け
ど
、

将
来
の
世
代
を
考
え
た
と
き
に
、
自
分
の

世
代
の
立
ち
位
置
に
こ
だ
わ
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
。
人
は
、
紙
の
本
で
も
電
子
書
籍

で
も
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
で
も
漫
画
で
も
動

画
で
も
、
ゲ
ー
ム
で
も
ア
ニ
メ
で
も
、
ど

ん
な
媒
体
か
ら
で
も
そ
こ
か
ら
感
動
や
物

語
や
想
像
力
は
得
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

海
外
で
は
、
図
書
館
に
メ
イ
カ
ー
ス
ペ
ー

ス（
５
）が

あ
る
の
が
当
た
り
ま
え
で
す
よ
ね
。

あ
と
、
動
画
の
活
用
も
。
最
近
、
動
画
す

ご
い
で
す
よ
ね
？

な
ん
で
も
動
画
で
発
信
す
る
時
代
に
な
り

ま
し
た
。

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ（
国
立
図
書
館
長
会
議
）で
も
、

各
国
の
館
長
が
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
あ
と
短
い
動
画
を
作
成
し
て
ま

し
た（

６
）。

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が

本
を
紹
介
す
る
動
画
を
作
る
コ
ン
テ
ス
ト

が
紹
介
さ
れ
た
り
。
子
ど
も
っ
て
学
校
で

作
文
を
書
き
ま
す
よ
ね
。
動
画
を
作
る

の
っ
て
将
来
、
作
文
と
同
じ
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
の
高
校
の
文
化

祭
、
コ
ロ
ナ
禍
の
せ
い
も
あ
っ
て
全
部
動

画
を
作
っ
て
配
信
す
る
っ
て
い
う
「
オ
ン

ラ
イ
ン
文
化
祭
」
な
ん
で
す
よ
。
あ
る
大

学
の
Ａ
Ｏ
入
試
も
、

今
年
は
３
分
以
内
で

自
己
Ｐ
Ｒ
の
動
画
を

作
っ
て
出
す
、
文
章

で
の
自
己
Ｐ
Ｒ
で
は

な
く
、
で
す
。

日
本
は
公
民
館
と
か

児
童
館
が
あ
る
か

ら
、
デ
ジ
タ
ル
関
係
の
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
で

き
る
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
考
え
方
も
あ
る

よ
う
で
す
け
ど
、
児
童
館
と
か
公
民
館
っ

て
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
か
ら
、
あ

る
程
度
考
え
て
申
し
込
ん
で
行
く
も
の
。

で
も
図
書
館
っ
て
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
て
も

本
を
読
ん
だ
り
借
り
た
り
す
る
た
め
に
行

く
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
で
や
る

と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く
大
事
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
ね
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｌ
が
国
民
全
員
に
対
し
て
そ
う
い

う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
き
な
い
け
ど
、
全
国
に
紹
介
す
る
こ

と
は
で
き
る
は
ず
な
ん
で
す
。

未
来
の
世
代
の
た
め
に
、
我
々
が
や
る
べ

き
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
ね
。

そ
う
な
ん
で
す
！　

（３）本誌2020年2月号11ページ。

（４）デジタルによる変革、再構築。

（５）3Dプリンターなどの機器を備えた、創作活動を支援する公共スペース。8ページ参照。

（６）本誌2020年2月号7ページ。
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「
記
録
は
記
憶
よ
り
長
生
き
す
る
」「
震
災

で
亡
く
な
っ
た
方
々
は
多
く
の
人
の
心
の
中

で
生
き
続
け
て
い
ま
す
」。
本
書
の
言
葉
か

ら
、
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
「
わ
た
し
の
望

み
は
、
死
ん
で
か
ら
も
な
お
生
き
続
け
る
こ

と
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
た
。
人
は
記

録
を
通
じ
て
生
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
『
筆
跡
を
き
く
』
と
題
さ
れ
た
本
書
は
、

平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
に
起
き
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
６
人
の
記
録
集
で

あ
る
。
一
風
変
わ
っ
た
タ
イ
ト
ル
だ
が
、
本

書
の
成
り
立
ち
と
内
容
を
ふ
ま
え
る
と
、
そ

の
意
味
も
わ
か
る
。
本
書
を
刊
行
し
た
「
阪

神
大
震
災
を
記
録
し
つ
づ
け
る
会
」
は
、
震

災
後
ほ
ど
な
く
発
足
し
た
市
民
団
体
で
、
震

災
の
手
記
を
集
め
出
版
す
る
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
名
称
ど
お
り
「
つ
づ
け
る
」
こ
と
を

目
標
と
し
、
計
11
冊
（
４
４
８
篇
）
の
手
記

集
を
刊
行
、
現
在
は
年
一
回
の
手
記
執
筆
者

の
集
い
が
主
な
活
動
と
な
っ
て
い
る
。た
だ
、

そ
の
集
い
も
年
を
経
る
に
つ
れ
病
気
や
他
界

等
で
参
加
者
が
減
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
ん
な

中
、
執
筆
者
の
人
々
の
佇
ま
い
を
後
世
に
残

す
方
法
は
な
い
か
と
考
え
た
同
会
事
務
局
長

の
高
森
順
子
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
手
記
を
寄

せ
て
き
た
人
達
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
記
録

に
残
す
こ
と
を
思
い
つ
く
。
そ
う
し
て
編
ま

れ
た
の
が
本
書
『
筆
跡
を
き
く
』
で
あ
る
。

　

本
書
に
は
６
名
の
手
記
執
筆
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
と
も
に
、
６
名
が
過
去
に
書
い

た
手
記
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
震
災
当
時
、

妊
娠
で
入
院
し
て
い
た
お
か
げ
で
命
が
助
か

り
、
そ
の
こ
と
を
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
と

語
る
眞
治
か
お
り
さ
ん
。
自
身
は
「
被
災
者

と
い
う
ほ
ど
被
災
者
で
は
な
い
」と
語
る
も
、

会
に
感
銘
を
受
け
手
記
を
寄
せ
続
け
た
山
中

隆
太
さ
ん
。
地
震
で
亡
く
し
た
子
ど
も
の
名

が
次
第
に
住
民
票
を
は
じ
め
様
々
な
書
類
か

ら
消
え
て
い
き
、「
こ
の
子
が
生
き
て
い
た

と
い
う
こ
と
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い

か
ら
手
記
を
書
い
た
小
西
眞
希
子
さ
ん
。
震

災
後
は
仮
設
住
宅
、
復
興
住
宅
へ
と
居
を
移

し
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
や
周
囲
の
様
子
を
つ

ぶ
さ
に
記
録
し
た
綱
哲
男
さ
ん
。
避
難
所
で

自
治
会
長
を
務
め
、
や
が
て
自
身
の
お
店
を

再
開
、
そ
の
後
は
ま
ち
づ
く
り
に
奔
走
し
た

中
村
専
一
さ
ん
。
被
災
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の

住
民
と
し
て
２
つ
の
裁
判
に
関
わ
っ
た
経
験

を
綴
り
、「
い
い
お
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

と
振
り
返
る
本
妙
子
さ
ん
。

　

震
災
は
何
を
も
た
ら
し
、
人
は
ど
う
受
け

止
め
て
き
た
の
か
。
手
記
に
は
そ
の
と
き

ど
き
の
各
様
の
答
え
が
記
さ
れ
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
執
筆
の
思
い
出
が
語
ら
れ
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
手
記
の
再
録
と
い
う
構
成

も
相
ま
っ
て
、
様
々
な
変
化
を
含
み
な
が
ら

震
災
の
経
験
が
幾
重
に
も
語
ら
れ
る
、
長
い

時
間
を
か
け
て
で
き
た
１
冊
だ
。
ま
た
、
執

筆
の
経
緯
や
工
夫
、
手
記
な
ら
で
は
の
表
現

な
ど
「
書
く
」
と
い
う
営
み
に
光
が
あ
て
ら

れ
て
い
る
点
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
本
書
は
執
筆

経
験
を
め
ぐ
る
記
録
で
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
装
丁
に
は
、
陽
を
浴

び
て
風
に
そ
よ
ぐ
布
地
が
写
っ
て
い
る
。
あ

る
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
手
記
は
本
箱
に

カ
ー
テ
ン
を
か
け
て
い
て
見
え
な
い
け
れ
ど

す
ぐ
近
く
に
置
い
て
あ
る
と
語
ら
れ
て
い
た

が
、
こ
の
装
丁
は
手
記
か
ら
見
え
る
景
色
を

映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。本
棚
に
置
か
れ
、

読
ま
れ
る
と
き
を
待
つ
手
記
の
姿
が
目
に
浮

か
ん
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
益
本 

禎
朗
）

筆跡をきく
手記執筆者のはなし
阪神大震災を記録しつづける会
編集・発行　2020.3　245p　19cm
<請求記号 EG77-M360>
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12
月
10
日
か
ら
東
京
本
館
で
開
催
す
る
展
示
会

の
資
料
か
ら
、
議
会
政
治
史
の
一
コ
マ
を
垣
間

見
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
を
２
点
紹
介
し
ま
す
。

日記

昭和 4（1929）年【浜口雄幸関係文書 2】

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11443961/50　＜館内限定＞

　

大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
か
ら
昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
に
か

け
て
は
、
衆
議
院
の
第
一
党
が
与
党
と
な
っ
て
組
閣
し
、

失
政
等
に
よ
り
政
権
運
営
が
行
き
詰
ま
っ
た
内
閣
が
総
辞

職
に
お
よ
ん
だ
場
合
、
第
一
野
党
が
次
の
政
権
を
担
当
す

る
慣
例
に
な
っ
て
い
ま
し
た
（
憲
政
の
常
道
）。
当
時
の
二

大
政
党
で
あ
っ
た
立
憲
政
友
会
と
憲
政
会
（
の
ち
に
立
憲
民

政
党
）
の
総
裁
が
交
代
で
内
閣
を
組
織
し
て
い
ま
し
た
。

　

政
党
政
治
の
進
展
に
伴
っ
て
政
党
間
の
争
い
も
激
し
さ

を
極
め
、
法
案
を
め
ぐ
っ
て
議
場
で
暴
力
行
為
が
あ
る
な

ど
、
し
ば
し
ば
議
会
が
混
乱
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
４

（
１
９
２
９
）
年
３
月
、
小
選
挙
区
制
法
案
を
め
ぐ
り
、
与
党

立
憲
政
友
会
側
の
強
引
な
議
事
運
営
が
き
っ
か
け
で
、
野

党
立
憲
民
政
党
議
員
が
暴
力
を
ふ
る
い
、
議
場
で
乱
闘
が

発
生
し
ま
し
た
。
立
憲
民
政
党
総
裁
の
浜
口
雄
幸
は
日
記

に
次
の
よ
う
に
書
き
綴
っ
て
い
ま
す
。

　
「
前
日
下
院
の
混
乱
は
固
よ
り
政
府
与
党
の
横
暴
に
本

つ
く
も
の
な
る
も
、
議
会
の
信
用
と
議
員
の
品
位
と
の
為

頗す
こ
ぶる
遺
憾
と
す
る
所
」。
こ
の
よ
う
に
乱
闘
の
原
因
を
与

党
に
帰
し
つ
つ
も
、
審
議
が
混
乱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

議
会
や
議
員
の
信
用
失
墜
を
招
く
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
ま

す
。
続
け
て
、
与
党
と
の
間
で
妥
協
が
成
立
し
、
議
事
が

正
常
化
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
欄
外
に
は

み
出
し
て
、「
此
の
如
く
に
し
て
漸
く
議
会
の
信
用
と
我

党
の
名
誉
を
維
持
す
る
を
得
た
る
は
甚
た
本
懐
と
す
る
所

な
り
」
と
、
そ
の
心
中
を
吐
露
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
の
７
月
に
総
理
大
臣
と
な
っ
た
浜
口
は
、
約
２

年
後
に
も
同
様
の
憂
慮
と
議
会
の
浄
化
を
『
随
感
随
録
』

（
本
展
示
会
展
示
資
料
）
に
記
し
て
い
ま
す
。

浜口雄幸
「近代日本人の肖像」より

議
会
開
設
百
三
十
年
記
念

議
会
政
治
展
示
会
の
出
陳
資
料
か
ら

1929

「議会の現状」
昭和4（1929）年 3月 21日
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斎藤隆夫
「近代日本人の肖像」より

衆議院本会議での斎藤隆夫
「反軍演説」削除　
昭和15（1940）年 2月

1940
　

昭
和
12
（
１
９
３
７
）
年
７
月
７
日
に
起
き
た
、
北
京

郊
外
で
の
日
中
両
国
軍
の
衝
突
（
盧
溝
橋
事
件
）
以
降
、

中
国
と
の
戦
争
が
そ
れ
ま
で
の
局
地
的
な
戦
闘
か
ら
全

面
的
な
も
の
へ
と
拡
大
し
て
い
ま
し
た
。

　

帝
国
議
会
の
衆
議
院
で
、
昭
和
15
（
１
９
４
０
）
年
２

月
２
日
に
、
立
憲
民
政
党
の
斎
藤
隆
夫
は
、
代
表
質
問

で
日
中
戦
争
の
処
理
に
つ
き
米
内
光
政
首
相
を
追
及
し

ま
し
た
。
昭
和
13
（
１
９
３
８
）
年
末
に
当
時
の
近
衛
文

麿
首
相
が
表
明
し
た
処
理
方
針
の
持
つ
欺
ま
ん
性
を
厳

し
く
批
判
し
、
政
府
が
樹
立
工
作
を
進
め
る
汪
兆
銘
政

権
の
統
治
能
力
に
疑
義
を
呈
し
な
が
ら
、「
唯
徒
ニ
聖

戦
ノ
美
名
ニ
隠
レ
テ
国
民
的
犠
牲
ヲ
閑
却
シ
、
曰
ク
国

際
正
義
、
曰
ク
道
義
外
交
、
曰
ク
共
存
共
栄
、
曰
ク
世

界
ノ
平
和
、
斯
ノ
如
キ
雲
ヲ
掴
ム
ヤ
ウ
ナ
文
字
ヲ
列
ベ

立
テ
テ
、
サ
ウ
シ
テ
千
載
一
遇
ノ
機
会
ヲ
逸
シ
、
国
家

百
年
ノ
大
計
ヲ
誤
ル
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
ナ
ラ

バ
…
現
在
ノ
政
治
家
ハ
死
シ
テ
モ
其
ノ
罪
ヲ
滅
ボ
ス
コ

ト
ハ
出
来
ナ
イ
」
と
演
説
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
陸
軍
な

ど
が
憤
慨
し
た
た
め
、
小
山
松
寿
衆
議
院
議
長
が
職
権

で
演
説
の
後
半
を
削
除
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
斎
藤
は
懲
罰
委
員
会
に
付
さ
れ
、
周
囲
か

ら
の
議
員
辞
職
勧
告
を
拒
否
す
る
も
、
同
年
３
月
７
日

の
衆
議
院
本
会
議
で
除
名
処
分
が
議
決
さ
れ
る
に
い
た

り
ま
し
た
。

　

削
除
部
分
を
示
す
小
冊
子
は
、
大
木
操
衆
議
院
書
記

官
長
が
保
持
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、「
閲
覧
後
乞
返

却
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

斎藤隆夫演説削除問題資料　斎藤演説削除部分

〔昭和 15（1940）年〕【大木操関係文書 45-5】 

https://www.ndl.go.jp/modern/cha4/description10.html
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国
立
国
会
図
書
館
で
は
様
々
な
シ
ス
テ
ム
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
、
あ
る
い
は
、
館
内
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
職
員
も
様
々
な
業
務
で
Ｐ
Ｃ
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
が
安
定
し
て
動
く
よ
う
に
構
築
し
、

運
用
す
る
。そ
れ
が
シ
ス
テ
ム
基
盤
構
築
係
の
業
務
で
す
。

　
シ
ス
テ
ム
は
構
築
す
れ
ば
終
わ
り
、
で
は
な
く
安
定
稼

働
に
は
適
切
な
運
用
が
必
要
で
す
。
構
成
す
る
部
品
が
物

理
的
に
壊
れ
て
交
換
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
通
信
先

の
追
加
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
合
わ

せ
た
設
定
変
更
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼
働
を
脅
か
す
存
在
の
一
つ
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
全
く
予
期
し

て
い
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
全
世
界
が
大
変

な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
世
界
で
も

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
・
消
失
、
流
出
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

性
能
低
下
な
ど
を
引
き
起
こ
す
、
人
為
的
に
作
ら
れ
た

や
っ
か
い
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
「
ウ
イ
ル
ス
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
や
、
そ
の
疑
い
が
あ

る
際
に
は
、
感
染
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
隔
離
し
、
感
染
有
無
な
ど
の
調
査
の
た
め
、
時
に
は

１
億
行
以
上
に
も
な
る
膨
大
な
ロ
グ
（
記
録
）
を
分
析
し

ま
す
。
過
去
に
感
染
の
疑
い
が
あ
り
調
査
し
、
大
丈
夫
だ

と
わ
か
っ
た
と
き
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

　
手
間
と
時
間
と
心
配
を
減
ら
す
に
は
感
染
前
に
予
防
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
病
原
体
の
ウ
イ
ル
ス
で
あ
れ
ば
、
う
が
い
や
手
洗
い
、

マ
ス
ク
を
し
て
、体
の
中
へ
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、

感
染
し
な
い
よ
う
に
予
め
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
り
、
健
康

的
な
生
活
を
送
っ
た
り
し
て
、
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
み
な
さ
ん
も
手
洗
い
や
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
を
頻
繁
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
も
同
様
に
、
外
部
か
ら
の
電

子
メ
ー
ル
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
入
手
す
る
フ
ァ
イ

ル
に
つ
い
て
、
検
査
し
て
、
大
丈
夫
だ
と
判
定
し
た
も
の

の
み
を
通
す
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ソ
フ
ト
を
入
れ
て
動
き
を
監
視
し
、

不
審
な
も
の
を
止
め
た
り
、
感
染
の
要
因
と
な
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
欠
陥
を
修
正
し
た
り
し
て
感
染
を
防
い
で
い
ま

す
。

　
シ
ス
テ
ム
を
、
い
つ
で
も
、
い
つ
も
ど
お
り
に
使
え
る

よ
う
、
私
た
ち
は
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

（
シ
ス
テ
ム
基
盤
課
　
血
小
板 
兼 

白
血
球
）

ウイルスには、
予防が大切です。
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N D L  T o p i c s
国
立
国
会
図
書
館
の
書
誌
デ
ー
タ
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
12
月
28
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｂ
ｉ
ｂ

に
か
わ
り
、
令
和
３
年
１
月
５
日
か
ら
新
た
に
開
始
す
る
書
誌

デ
ー
タ
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
の
詳
細
画
面
か
ら
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
形
式

お
よ
び
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
タ
グ
形
式
の
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

当
館
作
成
の
書
誌
デ
ー
タ
が
対
象
で
、
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
Ｎ

Ｄ
Ｌ
‐
Ｂ
ｉ
ｂ
と
同
じ
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
毎
週
掲
載
す
る
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
デ
ー
タ
も
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�

ホ
ー
ム>

書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
お
よ
び
提
供>

書
誌
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス>

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
デ
ー
タ
（
毎
週
更
新
）

�https://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb_product.

htm
l

●
国
立
国
会
図
書
館
典
拠
デ
ー
タ
検
索
・
提
供
サ
ー
ビ
ス

（W
eb N

D
L Authorities

）
の
機
能
を
拡
張
し
ま
す
。

　

・
著
作
典
拠
、
ジ
ャ
ン
ル
・
形
式
用
語
典
拠
の
提
供
開
始

　

・�

国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
の
リ
ン
ク
ボ
タ
ン
（
著
者

名
検
索
、
著
作
検
索
、
件
名
検
索
等
）
の
遷
移
先
を
、
国

立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ

ン
に
変
更
（
Ａ
）

　
・�

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
連
携
開
始（
詳

細
情
報
画
面
に
リ
ン
ク
を
追
加
）（
Ｂ
）

 　
　
　
　
　

　

令
和
３
年
１
月
か
ら
開
始
す
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
も
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

（
収
集
書
誌
部
）

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
３
７
号　

　

東�

日
本
大
震
災
以
降
の
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
―
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
を
含
め
―

　

ド�

イ
ツ
の
極
右
政
党
禁
止
を
め
ぐ
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決

と
基
本
法
改
正
―
政
党
禁
止
の
ア
ポ
リ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
権
条
約
を
通
じ
た
統
制
―

　

固�

定
資
産
税
と
課
税
自
主
権
―
自
治
体
間
競
争
と
租
税
輸
出

の
観
点
か
ら
―

　

カ�

ナ
ダ
の
上
院
改
革
と
党
派
性
―
ト
ル
ド
ー
政
権
下
の
上
院

議
員
任
命
制
改
革
を
め
ぐ
っ
て
―

　

日�

本
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
の
現
状
と
課
題
―
欧
州
と

の
比
較
を
通
し
て
―

　

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4 160頁 月刊 1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

国立国会図書館サーチの詳細画面
（画面右下にダウンロードリンクあり）

https://iss.ndl.go.jp/

国立国会図書館典拠データ検索・提供サービス（Web NDL Authorities）の
詳細情報画面　(イメージ)
https://id.ndl.go.jp/auth/ndla

Ａ

Ｂ

https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb_product.html
https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb_product.html
https://id.ndl.go.jp/auth/ndla
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令
和
２
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
こ
れ
ま
で
の
10
年
と
こ
れ
か
ら
の
10
年
」

　　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
と

の
共
催
に
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
令
和
３
年
は
東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
10

年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
各
地
で
東
日
本
大
震

災
に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
が
構
築
さ
れ
、
国
立
国
会
図
書
館
東

日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
（
愛
称
：
ひ
な
ぎ
く
）
を
通
じ
た
連

携
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け

る
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
事
例
報
告
を
行
う
ほ
か
、
震
災
ア
ー
カ

イ
ブ
に
関
す
る
有
識
者
を
招
き
、
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

ア
ー
カ
イ
ブ
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
総
括
し
、
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

○
日
時　

　

令
和
３
年
１
月
11
日
（
月
・
祝
日
）
午
後
２
時
～
４
時

○
開
催
方
法　

　

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

〇
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
登
壇
者
（
敬
称
略
）

【
事
例
報
告
】

　

北
田
竹
美
（
大
槌
町
副
町
長
）

　

瀬�

戸
真
之
（
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
事
業
課
課
長
代
理
）

【
総
括
報
告
】

　

日
比
遼
太
（
宮
城
県
図
書
館
資
料
奉
仕
部
震
災
文
庫
整
備
班
主
事
）

　

山
口
勝
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
メ
デ
ィ
ア
研
究
部
）

　

中
川
透
（
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
部
主
任
司
書
）

　

柴
山
明
寛
（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　
（
進
行
）
柴
山
明
寛

　
（�

パ
ネ
リ
ス
ト
）
南
正
昭
（
岩
手
大
学
教
授
、
東
日
本
大
震
災
津

波
伝
承
館
運
営
協
議
会
会
長
）、
報
告
者
全
員

○
申
込
方
法

　
「
み
ち
の
く
震
録
伝
」（http://shinrokuden.irides.tohoku.

ac.jp

）
掲
載
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案
内
か
ら
リ
ン
ク
し
て
い
る
「
参

加
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

（
３
０
０
名
）
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　
　

　

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所 

情
報
管
理
・
社
会
連
携
部
門　
　

災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
分
野

　

電
話　

０
２
２
（
７
５
２
）
２
０
９
９

　

電
子
メ
ー
ル　

archiveforum
@
irides.tohoku.ac.jp

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
み
ち
の
く
震
録
伝
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
12
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会

　

９
月
30
日
、
第
12
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
が
開
催
さ

れ
、
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員
12
名
の
ほ
か
、
館
長
、
副
館
長
、

幹
事
等
職
員
16
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
第
五
期
国
立
国
会
図
書

館
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本
計
画
策
定
に
向
け
た
提
言
を
策
定

す
る
た
め
前
回
審
議
会
で
設
置
さ
れ
た
基
本
方
針
検
討
部
会
に

お
け
る
５
回
に
わ
た
る
検
討
を
経
て
、
同
部
会
が
作
成
し
た
提

言
素
案
に
つ
い
て
、
竹
内
部
会
長
か
ら
報
告
し
た
後
、
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
国
民
を
巻
き
込
ん
だ
利
活
用
促
進
の
た
め
の

取
組
の
重
要
性
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
前

提
と
し
た
優
先
的
な
課
題
へ
の
対
応
の
必
要
性
に
つ
い
て
指
摘

が
あ
っ
た
ほ
か
、
次
期
基
本
計
画
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
テ
キ
ス

ト
化
を
始
め
と
す
る
具
体
的
な
取
組
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
信
頼
度
の
高
い
情
報
へ

の
ア
ク
セ
ス
や
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
連
携
・
推
進
等
に

お
け
る
国
立
国
会
図
書
館
の
役
割
に
期
待
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
議
会
で
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
更
に
部
会
で
検
討

し
、
今
年
度
中
に
開
催
す
る
第
13
回
審
議
会
に
お
い
て
、
提
言

が
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
２
年
９
月
30
日
現
在
）

委
員
長

　

西
尾　
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長
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万葉集の本いろいろ：国立国会図書館所蔵資料より� 1 7-22

こども霞が関見学デー� 1 27-29

数字で見る国立国会図書館：『国立国会図書館年報 平成30年度』から 1 31-34

第85回IFLA年次大会� 2 6-11

欧州の国立図書館と複写サービス� （伊藤 暁子） 2 20-23

休館日のNDL� 3 18-21

ミニ電子展示「本の万華鏡」第27回　百貨店ある記：買うときめき、めぐる楽しみ� 3 22-23

関西館書庫棟完成！� 4 1

国会会議録検索システム、日本法令索引のリニューアル 4 8-13

ある人が国立国会図書館のインターネットサービスで調べてみた②� 4 14-17

『孔子聖蹟之図』の書誌的調査：刊行年を特定せよ！� （豊田 さおり） 4 18-25

「保存フォーラム」から見る資料保存の30年� 5 20-25

就任のごあいさつ� （吉永 元信） 6 1

上野の図書館：『夢見る帝国図書館』によせて 6 7-23

　上野の図書館の系譜 6 8

　写真で見る帝国図書館� 6 9-13

　上野の図書館に来た文豪、読んだ本 6 14-18

　文書で紐解く上野の図書館：デジタルコレクションで見る帝国図書館文書 6 19-23

ジャパンサーチついに正式版公開へ！ 7/8 7-9

座談会　ジャパンサーチの未来の話をしよう�  7/8 10-19

ある人がジャパンサーチで調べてみた� 7/8 20-21

関西館書庫棟探訪�  9/10 6-15

第55回貴重書等指定委員会報告：新たな貴重書のご紹介� 9/10 16-25

憲政資料室の新規公開資料から� 11 4-11

ミニ電子展示「本の万華鏡」第28回　国会議事堂ができるまで 11 12-17

議会開設百三十年記念　議会政治展示会� 11 18-19

表紙画家セレクション� 11 26-29

国際子ども図書館開館20周年記念展示会　平成を彩った絵本作家たち� 12 12-15

議会開設百三十年記念　議会政治展示会 12 21-23

一般記事

年間索引
国立国会図書館月報

憲政資料室の新規公開資料から 11 6-13

凡例

記事タイトル 掲載号（月） 掲載ページ数



28国立国会図書館月報 716号 2020.12

（第22回）伝説の講釈師、馬場文耕とその著作� （川本 勉） 3 6-13

（第23回）記述の形式について� （井田 敦彦） 7/8 22-27

『苹果品定』：秋田県に結“果”した西洋リンゴの品評記録� （木屋 美香） 1 3-6

The American diary of a Japanese girl：海を渡って描いたものは？� （曽木 颯太朗） 2 1-5

霧の中を行けば：中谷宇吉郎の書簡� （眞子 ゆかり） 3 1-5

Die Schweiz in Japan：地図に載っていない「日本」� （吉井 伶奈） 4 3-6

『小児必用養育草』：江戸時代の育児書を読む� （青木 太一） 5 1-5

『ヴァイオリン独習自在　速成簡易』：憧れの西洋楽器、ヴァイオリンを弾きたい�

（齊藤 史）
6 3-6

東豎子：描かれた男装の女官� （武田 和也） 7/8 1-6

笑う人々：『ニコニコ写真帖』� （山本 俊亮） 9/10 1-5

（特別編）感染症克服への願い� 11 1-3

永遠の白鳥：パヴロワ来日公演プログラムより� （冨田 穰治） 12 1-4

（第3回）国会議事堂の中のカメラと記者：議会の報道と記録� （葦名 ふみ） 5 6-18

（no.1）奥村 牧人　総務部 総務課 課長補佐 （広報）� 1 24-26

（no.2）川島 隆徳　総務部 企画課 企画係長� 2 16-19

（no.3）桐原 康栄　調査及び立法考査局 社会労働課� 3 14-16

（no.4）大友 敏之　収集書誌部 外国資料課 国際交換係長� 4 26-28

（no.5）宇野 理恵子　収集書誌部 資料保存課 和装本保存係長� 5 26-29

（no.6）豊田 さおり　利用者サービス部 サービス企画課 レファレンス係長� 6 30-32

（no.7）加藤 大地　関西館 文献提供課 複写貸出係長� 7/8 28-31

（no.8）葦名 ふみ　利用者サービス部 政治史料課 憲政資料係長� 9/10 26-29

（no.9）奥田 倫子　電子情報部 電子情報流通課 標準化推進係長� 11 22-25

（no.10）白井 京　国際子ども図書館 企画協力課 協力係長� 12 16-19

資料の世界の歩き方
写真を読む

今月の一冊

国立国会図書館で
働いてます

本の森を歩く

ヘルシンキ中央図書館� （中川 紗央里） 12 5-11世界図書館紀行
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「国立国会図書館って、すべての本があるんでしょ？」 1 30

100年後もよんでほしい 2 24

消費税率変更の裏で 3 24

「縦から横へ」のその先に 4 29

「とても困った！」 6 29

チームワークの賜物　関西館「書庫棟」誕生！ 9/10 30

すてきな資料に、もっと「光」を 11 20

ウイルスには、予防が大切です。 12 24

上毛かるたの世界：かるたが好き ぐんまが好き 群馬県立歴史博物館第97回企画展

� （前田 紘志）
1 23

君は河童を見たか！：水辺の出会い 平成30年度夏季企画展� （鈴木 加成太） 2 25

没後50年藤田嗣治本のしごと：Léonard Foujita private on works  文字を装う絵の世界

-展図録� （福島 優寿）
3 17

ディエゴ・リベラの時代：Diego Rivera and His Contemporaries メキシコの夢とともに

� （中村 穂佳）
4 7

自転車の世紀：The century of bicycle  誕生から200年、新たな自転車の100年が
始まる� （瀬川 智子）

5 19

理科室からふるさとの自然を見つめて：知れば知るほど面白い標本の世界 平成30年

度岐阜県博物館特別展図録� （繁元 康太）
6 33

新江戸東京たてもの園物語� （辻 慎太郎） 7/8 32

狩谷棭斎と経籍訪古志：大東急記念文庫所蔵の漢籍から� （大沼 宜規） 9/10 31

芸術（アート）の保存・修復：Conservation for the art 未来への遺産 展覧会�
（山田 春菜）

11 21

筆跡をきく：手記執筆者のはなし� （益本 禎朗） 12 20

館内スコープ

本屋にない本

（第2回）瀬越囲碁文庫� （井上 奈智） 2 12-15

（第3回）堀田両平コレクション� （河合 将彦） 6 24-28

あの人の蔵書
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